
金
調
停
古
蹟
志
巻
十

λ

左
記
載
せ
り
。

右
此
の
抄
者
、
加
賀
州
河
北
郡
井
家
庄
領
家
方
縮
久
村
綾
遠
之
氏
寺

千
乎
院
に
住
し
、
濁
り
北
胸
に
向
つ

τ
日
を
港
り
、
徒
ら
に
雨
自
に

眠
っ
て
時
を
移
す
。
折
節
白
山
の
鍵
瑞
を
仰
ぎ
、
観
音
の
大
悲
を
念

じ
、
書
物
を
少
々
眠
り
の
ひ
ま
に
奔
見
す
る
に
、
大
薩
涯
の
願
力
、

和
光
同
塵
の
普
約
、
慈
悲
深
重
の
御
ほ
か
り
ご
と
、
あ
り
が
た
く
覚

え
て
、
願
く
は
紳
成
を
末
代
に
耀
か
し
、
信
心
を
高
機
に
す
h

め
ん

た
め
に
、
筆
に
ま
か
せ
飼
に
ま
か
せ
て
、
和
語
を
も
て
此
の
一
傘
を

つ
ど
る
。
一
脚
慮
は
か
り
が
た
し
。
紳
代
の
秘
事
等
、
白
山
七
枇
の
深

秘
を
多
く
是
を
の
せ
奉
る
o
し
か
り
と
云
へ

E
も
‘
白
山
七
枇
の
裳

胞
を
し
ら
ざ
る
人
は
、
知
せ
宇
先
せ
4
y
信
せ
や
仰
が
宇
。
加
様
の
人

若
し
一
見
一
聞
の
後
一
念
の
信
心
を
も
訟
と
し
、
一
度
の
参
繍
も
あ

ら
ば
、
是
則
ち
予
が
此
の
抄
を
作
る
本
意
の
本
襲
、
一
分
の
利
益
と

も
た
り
た
ぽ
、
何
ぞ
和
光
の
本
意
に
そ
む
か
ん
や
。
道
俗
男
女
若
し

此
の
抄
望
み
の
人
に
は
、
締
頂
参
鵡
の
契
約
を
か
た
め

τ披
見
せ
し

む
べ
し
。
紳
慮
恐
る
ぺ
し
、
秘
す
ぺ
し
。

永
正
五
年
問
七
月
廿
三
日
機
大
借
都
勝
盛
六
十
歳

按
や
る
に
、
右
構
大
借
都
勝
鹿
は
、
郎
ち
千
手
院
の
住
験
に
て
、
今

。
千
手
観
音
堂

千
手
院
の
本
隼
左
り
。
此
の
骨
骨
像
は
天
長
年
中
に
坂
上
田
村
鹿
の
末

孫
衆
愛
法
印
清
水
観
音
を
勤
務
し
、
千
手
院
を
創
立
し
た
る
よ
し
、

由
来
書
に
記
載
し
、
則
ち
山
城
闘
清
水
寺
の
本
隼
千
手
観
音
の
摸
像

な
る
よ
し
い
ひ
僻
へ
た
り
。
按
や
る
に
、
山
城
清
水
観
音
は
、
大
事

頭
明
街
朝
臣
の
清
水
寺
縁
起
に
云
ふ
。
抑
普
有
二
聖
人
↓
名
目
邑
延
鎖
吋

鷲
報
恩
大
師
入
室
弟
子
也

4

六
時
三
味
之
行
年
久
a

弘
法
利
生
之
願
日

笥
婚
a
謡
衣
-
以
出
品
来
落
で
枝
a
木
叉
-
以
入
a
山
林
↓
ー
寅
組
九
年
四
月
八

日
.
持
撤
之
次
専
昌
到
勝
地
吋
固
定
則
山
披
園
愛
宕
郡
八
坂
郷
東
山
之
麓

也
e

翠
嶺
固
銭
.
自
移
a
姐
峯
之
雲
吋
爆
呆
飛
流
.
如
v
倒
-
-
銀
漢
之
浪
コ
渓

漣
有
a

草
庵
之
居
↓
庵
中
有
=
白
衣
之
人
二
処
銀
聖
人
間
云
ゅ
居
士
住
v
此

経
a
畿
年
-
哉
。
名
姓
骨
伊
縫
，
年
齢
不
審
a

居
士
云
.
名
乃
行
叡
a

姓
在
昌

隠
遁
心
吋
念
品
大
悲
観
音
吋
口
競
a
千
手
提
言
吋
一
棲
昌
居
此
地
-
久
遜
a
噴
舘
吋

露
往
霜
来

e

齢
及
昌
三
百
吋
官
談
未
ν
畢

e

居
士
忽
失
・
延
銀
驚
=
事
之
希

有
吋
一
悟
a
地
之
鍵
勝
一
止
昌
宿
庵
中
吋
一
練
=
行
瀧
下
吋
愛
大
納
言
坂
上
卿
遊

拙
錦
之
次

d

欲
v
飲
a
冷
水
刊
一
帯
a
得
飛
泉
コ
澗
a
曾
延
銀
刊
一
殊
以
蹄
依
.
使
占
a

件
地
-
可
v
建
且
伽
藍
-
之
由
.
官
約
巴
畢
a

延
暦
十
七
年
七
月
二
日
e

延
銀

聖
人
奥
a

坂
上
大
勝
手
同
心
合
力
・
始
奉
v
諮
問
巴
金
色
十
-
面
四
十
手
観

金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

ニ
四

野
町
千
手
院
の
先
代
怠
る
ペ
け
れ
ど
、
関
組
以
来
展
世
の
名
停
承
友

き
放
に
、
幾
世
た
る
か
鮮
か
た
ら
宇
。
叉
按
守
る
に
、
貿
永
元
年
奮
厳

密
上
艇
に
、
石
川
郡
鶴
来
村
領
に
千
乎
院
と
宇
仕
る
畠
有
ν
之
、
普
千

手
院
と
申
寺
跡
之
由
申
停
候
。
と
あ
り
。
右
寺
跡
は
今
鶴
来
金
創
宮

の
並
び
北
の
方
た
り
。
畠
地
を
ぽ
千
手
院
屋
敷
と
呼
ぴ
て
、
平
面
た

る
畠
地
た
り
。
従
前
白
山
比
嘩
紳
批
の
長
吏
私
有
よ
び
紳
主
建
都
氏
の

人
々
、
多
分
野
町
千
乎
院
の
檀
家
た
り
。
島
も
ふ
に
千
手
院
は
、
い

に
し
へ
鶴
来
の
千
乎
院
屋
敷
と
字
せ
る
地
に
あ
り
て
‘
白
山
の
衆
徒

の
一
寺
怠
り
し
故
K
.
長
吏
・
紳
主
ど
も
後
々
一
迄
菩
提
所
と
は
注
し

た
る
・
な
ら
ん
か
。
但
し
千
手
院
に
今
奮
記
等
も
停
来
せ
宇
、
停
訟
も

絶
え
た
り
け
ん
。
鶴
来
村
に
居
住
の
事
知
れ
・
?
と
ぞ
。
千
手
院
の
院

統
は
、
清
水
寺
の
本
傘
千
手
観
音
を
ぽ
‘
そ
の
か
み
と
の
寺
の
本
傘

と
た
し
た
る
ゆ
ゑ
に
稀
す
と
い
へ
り
。
縞
水
寺
の
寺
鋭
は
、
如
何

た
る
由
縁
に
て
稀
し
た
る
か
今
詳
か
た
ら
守
。
訟
も
ふ
民
、
千
手
院

は
金
津
市
中
に

τの
古
剥
怠
り
と
い
へ
ど
も
‘
僻
来
の
縁
起
・
奮
記
・

寄
附
欽
等
愁
く
兵
火
等
に
掘
り
、
或
は
紛
失
し
た
り
け
ん
。
今
設
と

す
べ
き
書
類
訟
き
ゅ
ゑ
考
ふ
べ
き
術
悲
し
。
徴
設
を
得
て
追
考
す
ぺ

t
u
o
 

世
音
菩
隆
俊
一
僚
議
a
賓
殿
-
所
一
v
奉
a
安
置
-
也

d

続
a
清
水
寺
ゴ
ス
名
昌
北
観

音
寺
-
也
云
々
。
と
あ
り
て
、
千
手
院
の
本
隼
傍
注
る
千
手
観
音
は
、

邸
ち
右
清
水
寺
の
本
隼
の
摸
像
に
て
、
古
作
の
働
像
友
り
し
と
い
へ

り
。
金
滞
三
十
三
所
観
音
順
穂
歌
に
左
の
如
く
載
せ
た
り
。

十
六
番
千
乎
院
幌
管
。
み
ち
び
く
も
ひ
と
か
た
た
ら
ぬ
千
乎
院
浮
世

を
す
く
ふ
誓
ひ
額
も
し

加
藤
惟
寅
の
蘭
山
私
記
に
云
ふ
。
貸
暦
阿
年
二
月
廿
七
日
夜
野
町
千

手
院
へ
盗
忍
入
り
、
御
預
け
之
本
隼
千
手
観
晋
を
盗
取
り
た
り
。
共

の
盗
越
前
に
て
召
捕
へ
ら
る
。
此
の
盗
人
は
道
心
者
に
て
、
八
年
以

前
千
手
院
方
に
召
置
き
け
る
底
、
不
届
之
儀
あ
り
て
勘
賞
し
、
追
出

し
た
る
よ
し
。
然
鹿
廿
七
日
の
夜
、
門
前
地
の
方
よ
り
垣
を
破
り
、

観
音
堂
の
縁
の
下
を
切
破
り
、
上
厨
子
の
原
を
と
ぢ
離
し
、
裏
厨
子

井
濁
鈷
・
か
左
皿
等
盗
取
る
と
云
々
。
右
観
音
を
御
預
け
之
本
掌
と

載
せ
た
る
は
過
聞
な
る
べ
し
。
弘
化
年
中
に
も
盤
忍
入
り
‘
住
磁
を

殺
害
し
.
金
銀
等
を
盗
み
行
き
た
り
け
り
。

。
千
手
院
馬
頭
観
音

此
の
観
音
は
、
奮
藩
前
回
家
よ
り
御
預
け
の
働
像
友
り
。
故
に
奮
務

中
は
新
蹄
所
に
て
、
毎
年
護
摩
木
と
稀
し
‘
山
林
の
松
木
を
賜
は
る

二
五




